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第 4 章では，窒化チタン薄膜の結晶配向性について調べている。 Ti の蒸着中に窒素イオンビームを
照射すれば，蒸着された TiN 薄膜の (111) 面配向結晶の結晶化が促進されることを見いだし，このこ
とより，蒸着中のイオンビーム照射が(111) 面配向結晶の結品化促進効果を有することを明らかにし
ている O さらに Ti の供給量に対し，イオンビーム量を相対的に増やしてやれば，蒸着 TiN 薄膜では元
来成長しにくい(100) 面配向の結晶成長が誘起されることを見いだしているO
第 5 章では， TiN 結晶におよぼすイオン照射による損傷効果をモンテカルロシミュレーションによっ
て評価している O その結果， (100) 面への照射ではチャネリング効果によって損傷を受けにくいが，





















また，窒化チタンにおける窒化相制御法を提案し) Ti 2 N 単相の薄膜形成方法を確立しているO
2 )イオン照射によって生じる単結晶試料内の損傷効果の評価を モンテカルロシミュレーションコー
ドを用いて行い，とくに TiN の場合は Ti と N の供給比によって TiN 結晶薄膜の配向性が制御されて
いることを見いだし，結品配向性発現機構について有用なモデルを提案している O
3) 窒化クロムにおける薄膜形成についてもダイナミックイオンビームミキシング法を応用し，窒化チタンの
場合との比較により 窒素との反応J性の違いが及ぼす影響について考察し，窒化相制御法を開発しているO
4) 窒化タンタル薄膜の結晶配向性制御法を提案し，窒化チタンの場合との比較により，ダイナミック
イオンビームミキシング法によって結晶配向性薄膜を形成する場合における，イオンビームの及ぼす
影響について共通性を見いだしている O
以上のように本論文は応用物理学特に薄膜工学の分野に貢献するところが大きい。よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
